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と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
昭
六
三
年
三
月
発
行　

同
窓
会
報　

第
一
七
号
に
よ

る
）

�
　

こ
れ
ま
で
に
有
為
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
本
校
は
、

平
成
二
二
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
卒
業
生
が
二
万

名
を
越
え
る
大
き
な
集
団
と
な
っ
た
。
四
〇
年
近
く
同

窓
会
長
と
し
て
同
窓
会
の
発
展
と
、
母
校
の
支
援
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
及
川
源
悦
郎
氏
を
中
心
と
し
て
、
副

会
長
に
鈴
木
慧
氏
、
後
藤
康
次
氏
、
川
嶋
静
夫
氏
、
羽

岡
洋
輔
氏
、
芳
沢
茎
子
氏
、
監
事
に
鎌
田
卓
也
氏
、
佐

藤
利
行
氏
の
八
人
の
方
々
に
同
窓
会
本
部
の
役
員
を
お

願
い
し
て
い
る
。
例
年
の
同
窓
会
総
会
を
始
め
と
し
て
、

水
高
育
英
会
の
運
営
や
同
窓
会
報
の
作
成
と
発
送
、
支

部
総
会
へ
の
出
席
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

各
支
部
で
も
定
例
の
総
会
や
、
周
年
記
念
行
事
へ
の

積
極
的
な
応
援
な
ど
同
窓
会
組
織
と
し
て
大
き
な
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。
現
在
、「
盛
岡
」「
北
上
」「
江
刺
」

「
胆
沢
」「
前
沢
」「
一
関
」「
仙
台
（
在
仙
水
高
同
窓
会

の
名
称
）」「
関
東
（
水
高
関
東
地
区
同
窓
会
の
名
称
）」

「
名
古
屋
」「
関
西
」
の
各
支
部
が
活
動
を
し
て
い
る
。

中
で
も
盛
岡
支
部
は
毎
年
七
月
に
、
在
仙
水
高
同
窓
会

と
水
高
関
東
地
区
同
窓
会
は
一
年
お
き
に
定
期
総
会
を

開
催
し
て
、
地
域
の
同
窓
生
の
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
高
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
関
東
地
区
同
窓
会
の
全
面
的

な
ご
協
力
の
も
と
に
開
設
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

い
る
も
の
で
あ
り
、
広
く
散
ら
ば
っ
て
い
る
同
窓
生
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
。

　

事
務
局
は
、
水
沢
高
等
学
校
内
に
置
い
て
同
窓
生
職

員
が
担
当
し
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
同
窓
生
の
人
数

が
増
え
て
ゆ
き
、
そ
の
管
理
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
変

な
も
の
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
同
窓
生

名
簿
の
在
籍
異
動
は
事
務
局
で
承
っ
て
進
め
て
き
た
が
、

デ
ー
タ
管
理
に
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
々

に
ご
迷
惑
や
ら
ご
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
改
善
が
事
務
局
の
急
務
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
平
成
二
三
年
度
以
降
は
同
窓
会
名
簿
の

管
理
を
専
門
的
に
行
え
る
よ
う
に
外
部
に
委
託
す
る
こ

と
が
、
平
成
二
二
年
度
の
同
窓
会
総
会
で
確
認
さ
れ
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
齟
齬
を
解
消

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
所
帯
が
大
き
く
な
る
こ
の
同
窓
会
の

課
題
と
し
て
は
、
そ
の
管
理
運
営
上
の
費
用
に
つ
い
て

で
あ
る
。
現
在
の
同
窓
会
会
計
は
現
役
生
の
負
担
に

よ
っ
て
そ
の
大
半
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

年
に
一
度
の
同
窓
会
報
の
発
送
の
際
の
負
担
増
が
じ
わ

じ
わ
と
会
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
収
入
は
変
わ
ら
な
い

中
で
、
年
々
同
窓
生
が
増
え
支
出
が
増
加
す
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
問
題
は
喫
緊
の
課
題
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
、
三
〇
年
、
四
〇
年
の
ス
パ
ン
で
見
通
し
を
立
て

て
、
何
ら
か
の
解
決
策
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
の
大
き
な
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

������� �������

���

�初
代
会
長　
　

今　

泉　

博　

司
（
高
校
三
回
生
）

　
　
　
　

昭
和
三
二
年
四
月
〜
昭
和
三
三
年
八
月

第
二
代
会
長　

�　

橋　

力　

子
（
実
女
一
四
回
生
）

　
　
　
　

昭
和
三
三
年
八
月
〜
昭
和
三
五
年
八
月

第
三
代
会
長　

菅　

原　

ヒ　

サ
（
実
女
一
〇
回
生
）

　
　
　
　

昭
和
三
五
年
八
月
〜
昭
和
四
九
年
八
月

第
四
代
会
長　

及　

川　

源
悦
郎
（
高
校
三
回
生
）

　
　
　
　

昭
和
四
九
年
八
月
〜

�

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
��
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��

	

　

春
三
月
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
学
校
で
、

あ
る
い
は
ご
家
庭
で
、
水
高
出
身
者
と
し
て
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
会
員
名
簿
が
新
し
く
出
来
る
た
び
に

う
れ
し
く
拝
見
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
も
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
て
、
母
校
水
高
も

ま
す
ま
す
学
業
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
ら
れ
、
新

聞
に
水
高
の
字
を
見
る
た
び
に
在
校
当
時
を
思
い
出
し
、

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
二
〇
年
（
終
戦
の
年
）
私
は
旧
制
黒
沢
尻
中
学

に
入
学
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
同
級
生
は
一
ノ
関
と
黒

沢
尻
に
わ
か
れ
て
進
学
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
は
晴
耕

雨
読
と
勤
労
奉
仕
で
し
た
が
、
八
月
の
終
戦
で
先
生
は

教
科
書
が
使
え
な
い
こ
と
か
ら
自
習
の
多
い
、
参
考
書

�
�
�
�
�
�

で
の
勉
強
の
一
年
生
で
し
た
。

　

昭
和
二
一
年
に
学
制
改
革
の
話
の
中
で
、
旧
制
水
沢

中
学
校
が
現
在
の
市
役
所
地
に
開
校
さ
れ
、
水
沢
か
ら

一
ノ
関
、
黒
沢
尻
中
学
へ
の
通
学
生
が
二
年
生
と
し
て

戻
っ
て
、
一
年
ぶ
り
に
な
つ
か
し
い
顔
が
そ
ろ
い
男
女

共
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

水
中
一
年
生
は
新
し
く
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
年

生
、
四
年
生
は
水
沢
商
業
、
女
学
校
の
諸
兄
姉
で
し
た
。

初
代
校
長
は
東
京
在
住
の
河
野
光
男
先
生
、
教
頭
は
水

沢
で
健
在
の
後
藤
五
郎
先
生
で
し
た
。
階
段
教
室
を
始

め
た
り
し
て
楽
し
い
毎
日
で
し
た
。

　

学
制
改
革
で
無
試
験
で
高
校
生
に
な
り
、
昭
和
二
六

年
三
月
、
無
事
卒
業
し
、
市
内
の
会
社
に
就
職
で
き
ま

し
た
。

　

前
段
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
設
立
当
時
に

ふ
れ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
れ
は
確
か
昭
和
三
三
年
の
夏
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

当
時
の
水
高
の
校
長
先
生
は
安
彦
専
一
先
生
で
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
会
社
に
電
話
が
あ
り
、
相
談
が
あ
る

の
で
学
校
に
来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
早
速
仕

事
を
抜
け
て
学
校
に
出
向
き
ま
し
た
。
今
の
高
校
の
校

舎
で
の
勉
強
の
経
験
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
校

舎
（
本
館
）
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
立
派
で
、
残
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
前
小
学
校
高

等
科
の
校
舎
と
金
ケ
崎
か
ら
と
か
持
っ
て
来
た
兵
舎
で
、

廊
下
と
の
仕
切
り
は
障
子
の
窓
と
い
う
校
舎
で
し
た
。

終
戦
直
後
の
こ
と
で
す
。

　

校
長
室
で
校
長
先
生
か
ら
同
窓
会
設
立
の
話
を
相
談

さ
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
聞
い
た
の
は
四
回
卒
の
伊
藤
剛

雄
さ
ん
で
し
た
。

　

水
沢
高
校
も
新
し
い
時
代
に
向
っ
て
、
新
し
い
校
舎

も
出
来
つ
つ
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
も
広
く
、
敷
地
は
東
北

一
の
広
さ
で
あ
り
、
先
生
方
も
立
派
な
水
高
を
作
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
る
。
だ
が
、
水
高
に
な
い
の
は
同
窓
会

で
、
な
ん
と
か
水
高
に
も
作
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

突
然
の
こ
と
で
し
た
が
、
盛
一
に
も
、
一
ノ
関
、
黒

高
に
も
同
窓
会
は
中
学
か
ら
引
き
継
が
れ
て
あ
り
ま
し

た
。

　

た
し
か
に
水
高
に
な
い
の
は
お
か
し
い
。
し
か
し
、

考
え
て
み
れ
ば
水
高
だ
っ
て
前
身
の
女
学
校
が
あ
り
、

大
正
二
年
に
実
女
一
回
卒
の
諸
姉
が
居
り
、
同
窓
会
が

あ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
終
戦
で
高
校
と
な
り
、
新
し
い
学
校

に
、
新
し
い
組
織
と
し
て
作
っ
て
は
ど
う
か
と
の
話
で

あ
っ
た
。
卒
業
生
と
し
て
同
窓
会
の
必
要
性
は
肯
定
し

て
も
否
定
の
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
役
員
の
話
に
移
っ
て
い
っ
た
。
私
達
は
二

五
歳
で
若
い
、
女
学
校
の
延
長
で
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
実
質
的
に
動
け
る
若
い
方
が
よ
い
。
若
者
に
は
若

さ
が
あ
っ
て
も
経
験
が
な
い
の
で
弱
い
と
か
。

　

会
長
に
と
言
わ
れ
た
時
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
二
五

歳
で
未
婚
の
若
者
に
は
経
験
が
な
い
だ
け
に
世
の
中
の

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
辞
退
し
、
市
内
居
住
者
の
同
級

生
の
名
前
も
あ
げ
検
討
し
た
が
、
結
局
会
長
に
私
、
副

会
長
に
高
女
卒
の
菅
原
ヒ
サ
先
生
と
伊
藤
剛
雄
さ
ん
の

メ
ン
バ
ー
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
し
た
。

　

現
及
川
源
悦
郎
会
長
を
中
心
に
着
々
と
事
業
を
拡
げ
、

水
高
の
名
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
げ
、
ま
す
ま
す
の
発
展
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平
成
一
六
年　

弘
前
大
学　
　
　

（
七
三
名
参
加
）

　

平
成
一
七
年　

東
北
大
学
・
東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
八
九
名
参
加
）

　

平
成
一
八
年　

秋
田
大
学
・
国
際
教
養
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
九
三
名
参
加
）

　

平
成
一
九
年　

福
島
大
学　
　

（
一
○
八
名
参
加
）

　

平
成
二
〇
年　

山
形
大
学　
　

（
一
四
五
名
参
加
）

　

平
成
二
一
年　

弘
前
大
学　
　

（
一
四
七
名
参
加
）

　

平
成
二
二
年　

宮
城
教
育
大
学
・
東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
三
〇
名
参
加
）

　

平
成
一
〇
年
度
を
例
に
、
研
修
旅
行
の
様
子
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。

　

訪
問
地　
　

岩
手
県
立
大
学

　

日　

程　
　

一
〇
月
一
六
日
〜
一
七
日（
一
泊
二
日
）

　

参
加
者　
　

二
七
名

　

行　

程　
　

一
〇
月
一
六
日　

　
　
　
　
　
　
　

学
校
出
発　

一
二
時
五
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
立
大
学
見
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
時
〜
一
五
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

宿
泊　

田
沢
湖
高
原
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
山
麓
荘

　
　
　
　
　
　
　
　

一
七
日　

　
　
　
　
　
　
　

宿
舎
出
発　

八
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

角
館
武
家
屋
敷
見
学　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
三
〇
分
〜
一
一
時

　
　
　
　
　
　
　

学
校
到
着　

一
四
時

�

�
�
�
�
�
�
�
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バ
ス
に
乗
り
込
む
と
懐
か
し
い
顔
が
「
し
ば
ら
く
」

と
言
う
挨
拶
と
と
も
に
す
ぐ
に
会
話
が
弾
み
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
研
修
場
所
で
あ
る
岩
手
県
立
大
学
に

到
着
し
ま
し
た
。            

　

虹
の
よ
う
な
ア
ー
チ
型
の
門
を
く
ぐ
る
と
岩
手
山
が

正
面
に
見
え
て
広
大
な
自
然
の
中
に
、
ゆ
っ
た
り
と

キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え
て
来
ま
し
た
。                       

　

大
学
内
は
恵
ま
れ
た
環
境
と
設
備
が
す
ば
ら
し
く
た

だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。              

　

本
音
を
言
え
ば
、
余
り
に
豪
華
す
ぎ
て
だ
ん
だ
ん
複

雑
な
気
持
ち
に
な
っ
て
来
た
の
で
す
。    

　

私
の
感
じ
方
が
古
い
の
か
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、
で

も
情
報
、
福
祉
、
看
護
学
科
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
役

立
っ
て
い
く
と
思
う
と
こ
の
様
な
設
備
は
必
要
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。          

　

又
、
図
書
館
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
貸
し
出
し
が

自
由
に
出
来
る
の
が
う
れ
し
く
、
い
つ
か
子
供
を
連
れ

て
も
う
一
度
来
た
い
と
思
い
ま
し
た
。                    

　

田
沢
湖
高
原
ホ
テ
ル
で
は
、
温
泉
と
懇
親
会
が
楽
し

み
で
し
た
。
校
長
先
生
に
子
供
の
進
路
に
つ
い
て
親
身

に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
初
め
て
の
人

達
と
も
楽
し
く
話
が
盛
り
上
が
り
、
大
変
に
ぎ
や
か
な

懇
親
会
で
し
た
。                                              

　

高
校
は
親
が
集
ま
る
行
事
が
少
な
く
な
か
な
か
知
り

合
う
機
会
が
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
旅
行
は
ひ
と
り
で

参
加
し
て
も
お
も
し
ろ
く
役
員
さ
ん
が
気
配
り
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
溶
け
込
め
ま
す
。
も
っ
と
多
く
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会　

長　

一
名

　

副
会
長　

四
名
（
一
学
年
委
員
長
、
二
学
年
委
員
長
、

　
　
　
　
　

校
長
、
同
窓
会
長
）

　

顧　

問　

若
干
名

　

監　

事　

二
名

　

理　

事　

会
則
に
基
づ
く
人
数

　
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

菱　

谷　

誠　

治
（
昭
和
四
五
〜
昭
和
四
七
）

　

亀　

梨　

雄
一
郎
（
昭
和
四
八
）

　

鎌　

田　

真
之
助
（
昭
和
四
九
）

　

佐　

藤　

幹　

寿
（
昭
和
五
〇
・
昭
和
五
四
）

　

高　

橋　

勝　

一
（
昭
和
五
一
）

　

小　

野　

佐　

造
（
昭
和
五
二
〜
昭
和
五
三
）

　

佐　

藤　

四　

郎
（
昭
和
五
五
）

　

菅　

原　

信　

夫
（
昭
和
五
六
）

　

鈴　

木　

貞　

蔵
（
昭
和
五
七
）

　

河　

口　
　
　

洋
（
昭
和
五
八
〜
昭
和
六
一
）

　

千　

葉　

勝　

也
（
昭
和
六
二
）

　

佐
々
木　

隆　

一
（
昭
和
六
三
）

　

佐
々
木　
　
　

勲
（
平
成
元
）

　

千　

葉　

龍
二
郎
（
平
成
二
〜
平
成
三
）

　

菊　

地　

吉　

彦
（
平
成
四
〜
平
成
五
）

　

油　

井　

孝　

雄
（
平
成
六
・
平
成
一
二
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
一
三
）
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今　

野　
　
　

晄
（
平
成
七
）

　

本　

田　
　
　

明
（
平
成
八
）

　

羽　

岡　

洋　

輔
（
平
成
九
〜
平
成
一
一
）

　

長　

野　

耕　

定
（
平
成
一
四
）

　

柳　

田　

善　

雄
（
平
成
一
五
）

　

小
野
寺　

宣　

文
（
平
成
一
六
）

　

及　

川　
　
　

整
（
平
成
一
七
）

　

木　

村　

惠　

也
（
平
成
一
八
）

　

�　

橋　

晃　

彦
（
平
成
一
九
）

　

森　

岡　

範　

之
（
平
成
二
〇
）

　

石　

川　

浩　

司
（
平
成
二
一
）

　

小　

沢　

昌　

記
（
平
成
二
二
）

�
　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
の
定
期
総
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
則
の
改
正
が
行
わ
れ
、
新
た
に
専
門
部
会
規
定
が

設
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
全
国
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
県
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
潮
流
に
あ
わ
せ
た
処
置
で
、
所
掌
事
項
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
総
務
部
会
﹈

　

会
則
、
諸
規
定
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
事
業
計
画
、

予
算
、決
算
に
関
す
る
こ
と
、諸
会
合
の
連
絡
・
調
整
、そ

の
他
。

﹇
健
全
育
成
部
会
﹈

　

校
外
生
活
、
交
通
安
全
、
環
境
浄
化
活
動
の
推
進
、

そ
の
他
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
進
学
対
策
部
会
﹈

　

進
学
、
就
職
並
び
に
情
報
の
収
集
、
調
査
研
究
に
関

�
�
�
�
�
�
�
�
	

す
る
こ
と
、
そ
の
他
進
路
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

﹇
調
査
広
報
委
員
会
﹈

　

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
、
調
査
広
報

活
動
の
推
進
・
強
化
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
調
査

広
報
活
動
。

�
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
義
と
い
え
ば
、
保
護
者
と
先
生
が
ふ
れ

あ
う
場
で
あ
り
、
情
報
交
換
の
場
で
も
あ
る
。

　

そ
れ
を
実
感
す
る
の
が
、
毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
だ
。
東
北
地
方
の
大
学
を
貸
し
切
り

バ
ス
で
訪
問
し
、
そ
の
行
程
の
中
で
親
睦
を
深
め
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
や
り
と
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
進
路
達
成
の
一
助
と
し
て
い
る
。
平
成
一
〇
年
度
ま

で
は
一
泊
二
日
の
旅
行
で
、
宿
泊
先
で
は
保
護
者
と
教

職
員
と
が
相
互
に
懇
親
を
深
め
た
。
そ
の
後
は
、
参
加

者
を
増
や
す
た
め
一
日
で
往
復
す
る
旅
行
行
程
に
変
更

し
た
。
次
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
一
〇
〇
名
を
超
す
保

護
者
の
参
加
で
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
一
〇
年　

岩
手
県
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
泊
二
日　

二
七
名
参
加
）

　

平
成
一
一
年　

東
北
大
学
・
東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
七
名
参
加
）

　

平
成
一
二
年　

岩
手
大
学
・
盛
岡
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
六
〇
名
参
加
）

　

平
成
一
三
年　

秋
田
大
学
・
秋
田
県
立
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
〇
名
参
加
）

　

平
成
一
四
年　

福
島
大
学　
　
　

（
六
五
名
参
加
）

　

平
成
一
五
年　

山
形
大
学　
　
　

（
七
六
名
参
加
）
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の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
回
の
旅

行
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
陰
で
東
北
六
県
全
て

廻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。                              

　

楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
多
く
の
人

達
と
出
会
え
た
事
が
一
番
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。   
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空
模
様
を
気
に
し
つ
つ
、
雨
具
持
参
で
お
昼
過
ぎ
に

出
発
し
た
今
年
度
の
研
修
大
学
は
、
岩
手
県
立
大
学
。 

　

随
所
に
工
夫
の
見
ら
れ
る
大
学
だ
が
、
寒
さ
対
策
と

し
て
、
各
講
議
棟
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
な

ど
施
設
全
体
が
回
廊
で
繋
が
れ
て
い
て
、
外
を
歩
か
な

く
て
も
よ
い
の
は
画
期
的
。
食
堂
・
図
書
館
な
ど
は

「
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。」と
言
わ
れ
た

が
、
滝
沢
イ
ン
タ
ー
の
そ
ば
、
滝
沢
駅
か
ら
一
㎞
と
交

通
の
便
が
よ
い
の
だ
が
、
日
常
利
用
す
る
に
は
少
々
遠

く
て
残
念
だ
。
現
在
は
ま
だ
学
生
数
が
少
な
く
て
、
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
所
ま
で
清
掃

 
業
者
が
入
り
、
綺
麗
な
大
学
を
ま
す
ま
す
綺
麗
に
し
て

い
る
。つ
い
維
持
費
が
大
変
で
す
ね
。と
聞
い
て
し
ま
っ

た
ら
、「
こ
ま
め
に
清
掃
し
て
い
る
方
が
結
果
と
し
て
安

く
な
る
ん
で
す
。」
と
、
年
末
大
掃
除
に
賭
け
て
い
る
私

に
は
、
ち
と
耳
の
痛
い
お
話
。
こ
の
大
学
、
特
徴
の
あ

る
四
学
部
な
の
で
、
自
分
の
学
び
た
い
分
野
が
あ
れ
ば
、

是
非
行
っ
て
ほ
し
い
大
学
だ
。                              

　

余
談
だ
が
、
後
日
私
用
で
総
合
政
策
学
部
の
先
生
方

の
お
話
を
伺
っ
て
い
た
ら
、
四
年
後
の
一
回
生
が
ど
う

い
う
仕
事
に
就
く
か
で
こ
の
大
学
の
評
価
が
決
ま
る
か

ら
と
、
も
う
先
の
こ
と
ま
で
心
配
し
、
且
つ
教
育
に
熱

が
入
っ
て
い
た
。
結
局
、
ど
う
い
う
企
業
（
大
学
）
に

ど
れ
だ
け
入
る
か
で
、
そ
の
大
学
（
高
校
）
を
評
価
し

て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
自
身
を
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。   

　

次
の
研
修
先
は
田
沢
湖
高
原
温
泉
。
学
校
に
行
く
機

会
の
少
な
い
高
校
で
は
、
ク
ラ
ス
の
子
の
名
前
も
、
親

の
顔
も
も
ち
ろ
ん
先
生
も
担
任
以
外
殆
ど
知
ら
な
い
。

く
じ
引
き
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
と
「
同
じ

ク
ラ
ス
だ
っ
た
ん
で
す
ね
え
」
の
状
態
。
で
も
同
じ
高

校
に
通
う
子
供
を
持
つ
似
た
よ
う
な
年
代
の
人
達
の
こ

と
、
す
ぐ
打
ち
解
け
て
、
次
に
合
っ
た
ら
き
っ
と
、「
ど

う
も
、
ど
う
も
。」                                             

　

翌
日
は
、
角
館
・
横
手
と
見
学
し
て
二
時
半
に
帰
水
。

充
実
し
た
二
日
間
だ
っ
た
。          

　

研
修
旅
行
の
よ
さ
は
、
行
く
機
会
の
な
い
施
設
に
行

け
る
、
知
ら
な
か
っ
た
人
達
と
友
達
（
ち
ょ
っ
と
ず
う

ず
う
し
い
か
な
？
）
に
な
れ
る
、
先
生
方
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
ぶ
り
を
見
ら
れ
る
、
こ
の
こ
と
に
尽
き
る
と

思
う
。                                                      

　

私
に
は
次
回
が
な
い
の
が
と
て
も
残
念
だ
。
そ
の
か

わ
り
に
皆
さ
ん
に
次
回
か
ら
の
参
加
を
お
勧
め
し
た
い
。

新
発
見
が
あ
り
ま
す
よ
。                                    

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
飛
龍
」
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
八
日

発
行
よ
り
抜
粋
）
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